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■
富
山
県
は
、
北
方
領
土
か
ら
の

引
揚
者
が
北
海
道
に
次
い
で
多

く
、
草
の
根
交
流
や
幅
広
い
返
還

運
動
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
引
き
続
き
青
少
年
の
相

互
交
流
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
日
本
語
教
師
や
専
門
家
の

派
遣
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
総
合
政
策
課
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贈呈式では、多くの来場者が初の名誉県民と
なった田中さんをあたたかく祝福した

多くの県民が参加し、専門家の話に熱心に耳を
傾けたシンポジウム

北
方
領
土
の
日
記
念
事
業

■
二
月
七
日
の「
北
方
領
土
の
日
」

を
前
に
、
県
や
各
種
団
体
で
つ
く

る
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
富

山
県
民
会
議
」
主
催
の
記
念
事
業

が
富
山
市
内
で
行
わ
れ
、
北
方
領

土
の
早
期
返
還
を
訴
え
ま
し
た
。

■
二
月
一
日
の
午
前
中
に
は
、
と

や
ま
自
遊
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

の
小
林
和
男
さ
ん
が
記
念
講
演
。

自
ら
の
体
験
を
通
し
て
「
ロ
シ
ア

の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
返
還
が
実

現
し
な
い
理
由
を
き
ち
ん
と
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
富
山
駅

前
で
署
名
活
動
な
ど
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中沖知事から名誉県民称号記を受け取る
田中耕一さん

名
誉
県
民
・
名
誉
市
民
贈
呈
式

3月

2日

2月

1日

日
本
海
学
推
進
機
構
を
設
立

2月

10日

■
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

田
中
耕
一
さ
ん
（
富
山
市
出
身
）へ

の
富
山
県
名
誉
県
民
・
富
山
市
名

誉
市
民
贈
呈
式
が
、
三
月
二
日
、

富
山
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
式
で
は
、
中
沖
知
事
が
「
田
中

さ
ん
は
県
民
に
大
き
な
夢
と
希
望

を
与
え
て
く
れ
た
」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
称
号
記
と
副
賞
の
名
誉

県
民
章（
徽
章
）、金
杯
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

■
田
中
さ
ん
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
を
ス
ク

リ
ー
ン
で
説
明
し
な
が
ら
、「
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
富
山
に
育

っ
た
こ
と
が
、
好
奇
心
や
探
究
心

を
引
き
出
し
て
く
れ
た
。
田
舎
は

ダ
メ
だ
と
い
う
常
識
に
と
ら
わ
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
。

「
富
山
が
富
山
で
あ
る
こ
と
に
自

信
を
持
ち
、
富
山
の
よ
さ
を
見
つ

け
て
育
て
て
欲
し
い
」
と
の
言
葉

に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

「ロシア情勢と北方領土問題」と題し、
講演する小林和男さん

■
県
が
提
唱
す
る
「
日
本
海
学
」

の
研
究
拠
点
と
し
て
、
と
や
ま
国

際
セ
ン
タ
ー
に
「
日
本
海
学
推
進

機
構
」
が
設
立
さ
れ
、
二
月
十
日

に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

■
富
山
市
の
高
志
会
館
で
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
沖
知

事
が
「
環
日
本
海
地
域
の
国
際
協

力
な
ど
の
推
進
に
は
、
調
査
研
究

の
た
め
の
総
合
学
が
必
要
。
国
内

外
へ
の
日
本
海
学
の
普
及
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
内
外
の
専

門
家
ら
が
日
本
海
学
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

■
日
本
海
学
は
、
環
日
本
海
地
域

を
一
つ
の
圏
域
と
し
て
と
ら
え
、

自
然
と
の
か
か
わ
り
や
人
々
の
交

流
な
ど
を
総
合
的
に
研
究
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
県
で
は

今
後
、
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開

設
や
研
究
成
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
な
ど
、
同
機
構
を
中
心
に
日
本

海
学
の
一
層
の
研
究
と
普
及
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
国
際
・
日
本
海
政
策
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
3
3
9

■
ま
た
、
田
中
さ
ん
は
県
の
バ
イ

オ
関
連
の
研
究
事
業
に
関
し
て
、

産
学
官
の
研
究
者
・
技
術
者
と
の

交
流
か
ら
始
め
て
い
く
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
県
で
は
、
今
後
「
富
山

バ
イ
オ
バ
レ
ー
構
想
」
を
一
層
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
田
中
さ
ん
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
契
機
に
、
個

性
を
伸
ば
す
人
材
育
成
や
科
学
技

術
の
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
総
合
政
策
課

1
0
7
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4
4
4
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6
0
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｢とやま廃棄物プラン｣での主な役割 

県 民 

事業者 

行 政 

・家庭ごみの量をできるだけ減らす。 
・資源ごみの分別を徹底し、リサイクルを推進する。 

・ごみの発生が少ない製品の開発に努める。 
・過剰な包装を見直すとともに、資源ごみの自主回収に
努める。 
・チラシやダイレクトメールなどの宣伝方法を見直す。 

・ごみの減量化・リサイクルの取り組みを率先して実行し、
県内全域に定着させる。 
・住民が排出するごみの減量化・リサイクルを推進する。 
・県民・事業者のリサイクル促進活動などを支援する。 
・ごみ処理施設の計画的な整備をする。 
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ご
み
を
減
ら
す
循
環
型
社
会

県
内
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
家

庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、

年
間
約
四
十
万
ト
ン
で
、一
人
当
た
り
一

日
に
約
一
キ
ロ
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
は
市
町

村
の
ご
み
処
理
施
設
で
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
処
理
に
は
多
く
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、二
酸
化
炭
素
な
ど

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
ガ
ス
の
発
生

源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ
う
に

し
、
使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
っ
た
り
、

資
源
に
な
る
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
を
徹
底
す
る「
循
環
型
社
会
」を
つ
く
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
や
ま
廃
棄
物
プ
ラ
ン
の
策
定

県
で
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
「
富
山

県
廃
棄
物
処
理
計
画（
と
や
ま
廃
棄
物
プ

ラ
ン
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン

で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

促
進
す
る
た
め
、県
民
、
事
業
者
、行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
平

成
二
十
二
年
度
ま
で
に
、
ご
み
の
排
出
量

を
七
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
・
地
域
へ
の
支
援
や
、
ご
み
を
減
ら
す

ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
な
ど
、
皆
さ
ん
で
取
り
組
め
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

ご
み
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

る
に
は
、
消
費
者
で
も
排
出
者
で
も
あ
る

県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必

要
で
す
。
家
庭
で
も
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
の
積
み
重
ね
が
循
環
型
社
会
の
形

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
日
ご

ろ
の
生
活
の
な
か
で
、
簡
単
に
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

生ごみの発生 生ごみの発生 

循環型社会 
（例）生ごみの循環利用 

野菜の調理、花の装飾 野菜の調理、花の装飾 

野菜、花などの収穫 野菜、花などの収穫 

生ごみの堆肥化 生ごみの堆肥化 

家庭菜園、花壇で使用 家庭菜園、花壇で使用 

●
問
合
せ
　
県
庁
環
境
政
策
課
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あなたから始める
ごみゼロ推進大運動！
あなたから始める
ごみゼロ推進大運動！
県では、ごみの減量化・リサイクルを進めることでごみの排出を

減らし、環境への負担を小さくする「循環型社会」の形成をめざし

ています。県民、事業者、行政が一体となった「ごみゼロ推進大運

動」に皆さんで取り組みましょう。

ー「とやま廃棄物プラン」を策定しましたー

●料理は必要な量だけ作るようにし、食べ残しを減
らしましょう。 
●洗剤などは詰め替え式のものを使いましょう。 
●買い物では、必要のない包装を断ったり、買い物
袋を持参しましょう。 
●修理・修繕などを行い、ものを長く大切に使いましょう。 
●生ごみを堆肥化し、肥料として使ってみましょう。 
●缶、古紙、ペットボトルなど、資源ごみはきちんと
分別しましょう。 

ごみゼロ推進大運動 家庭 で簡単にできる 

生ごみの堆肥化

資源ごみの分別 フリーマーケットの活用



人材立県 ～元気で創造性豊かな人づくり～
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特
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本県の財政は、景気を反映して県税収入が大きく減
少するなど、従来にも増して厳しい状況にあります。こ
うしたなかで、県民新世紀計画に基づく諸施策を重点
的かつ効率的に推進することとしました。また、景気・
雇用対策や地域づくりの基本である人づくり施策など、
将来の発展をめざし、県民の皆さんが未来に向けて夢
と希望を持てる予算編成に取り組みました。
その概要を人材、生活、環境、産業、国際の五つの

立県構想に沿って紹介します。

一般会計当初予算は5,602億円で、前年度より
41億円（0.7％）の減
（前年度予算額から借換債分を差し引いた額との比較）

1,555億円（27.8％） 

1,104億円 
（19.7％） 

844億円（15.1％） 

848億円 
（15.1％） 

151億円（2.7％） 

111億円（2.0％） 729億円 
（12.9％） 

歳入 

地方消費税清算金 
210億円（3.8％） 

繰入金 

50億円 
（0.9％） 

その他 

使用料・手数料 

県債 

国庫支出金 

地方交付税 

県税 

 

その他 
その他 

議会・総務費 

警察費 

商工・労働費 

農林水産業費 

民生・衛生費 

公債費 

土木費 

教育費 
1,198億円 
（21.4％） 

958億円 
（17.1％） 

838億円 
（15.0％） 

648億円（11.6％） 

561億円（10.0％） 

444億円（7.9％） 

281億円（5.0％） 

277億円（4.9％） 
397億円 
（7.1％） 

歳出 

自主財
源

依存財源

特
集

―平成15年度県予算
「ひと、未来、元気予算」―

■温室効果ガス排出削減計画の
策定など地球環境保全対策の
推進 …………1億1,701万円

■ごみ減量化の実施活動団体へ
の助成など、廃棄物の減量化
とリサイクルを総合的に推進
…………………4,037万円

■有峰森林文化村での森林文化活動の推進
…………………………………………………8,735万円

■県内のさくらの名所の選定や、さくらの保護と育成
を担う「さくら守」の養成 …………………500万円

このほか、景観条例に基づく住民協定の締結等に対する
助成や、登山用携帯トイレ普及の支援などに取り組みます。

●問合せは、県庁財政課まで 1076（444）3166～9 http://www.pref.toyama.jp/sections/1105/15tosho-index.html

生活立県 ～安全・安心で快適な暮らしづくり～

環境立県 ～環境と調和した美しい地域づくり～

産業立県 ～知恵と技術が活きる産業づくり～

国際立県 ～環日本海交流の中央拠点づくり～

新時代の行政運営 ～住民と地方が主役の県づくり～

■中小企業金融対策
・経営安定関係資金の新規融資
枠拡大… 231億9,500万円
・企業再生支援融資の拡充
（融資期間5年→7年、融資限
度額5,000万円→1億円）など

■創業予定者などに対する助成
制度の創設や新産業・ベンチャー創出支援資金の充実
………………………………………20億3,500万円

■教育、福祉、環境など県民ニーズの高い分野での緊急雇
用創出特別基金を活用した積極的な雇用創出…24億円

■集落営農組織の協業経営や法人化を推進 …1,200万円
このほか、バイオ分野の産学官大規模共同研究プロジェクト、
地産地消やすぐれた食文化の創造などに取り組みます。

■優れた技術や豊かな経験を持つ
中高年齢者を北東アジア地域へ
派遣するシニア国際協力事業を
拡充 ………… 2,417万円

■留学生のためのTIC日本
語学校（4月開校）の運営
支援…………6,160万円

■日本海学の推進…9,203万円
（日本海学推進機構の活動支
援、シンポジウムの開催、児童・生徒向け入門書の発刊など）

■中国における富山県事務所の開設準備 …330万円
このほか、環日本海諸国との環境協力や経済交流、国連
機関のNOWPAP（北西太平洋地域海行動計画）本部事務
局の支援などに取り組みます。

■個人情報の適正な取扱いや自己情報の開示請求な
ど、総合的な保護対策を進めます。

■県民と県職員が直接対話する「出前県庁」を県内各地で
開催するとともに、県民からの相談体制を充実します。

■埋蔵文化財センターの土日・祝日の開館や旅券の日
曜交付など、県民の利便性の向上に努めます。

■市町村合併については、特例交付金制度を創設するなど、
市町村の自主的・主体的な取組みを積極的に支援します。

■長期的展望に立ち、本県が今後とも発展を続け、県民
が豊かな生活を享受していくための戦略について調
査研究します。

※行財政改革については、3月29日（土）の新聞朝刊各紙に
掲載した「県からのお知らせ」で詳しく紹介しています。

ひとが輝く未来づくり
を進めます
ひとが輝く未来づくり
を進めます

平成15年度の重点施策

人材育成や教育支援を総合的に進める富山県ひとづくり財
団を設立。同財団では「きらめき未来塾」を開
設し、自分で考える力を磨く「思考道場」や、
話術・ユーモアセンスを磨く「お笑い道場」を
実施するなど、子どもの多様な可能性を引き
出すさまざまな事業に取り組みます。

景気・雇用対策の積極的な取組み
・公共事業等の事業費確保と年度間の切れ目のない発注
・中小企業金融対策の充実や成長産業への支援などの景気対策
・緊急雇用創出特別基金の活用や就職支援などの雇用対策

元気で豊かな人づくりの総合的な推進
・ボランティア・NPO活動の推進などの元気とやま推進施策
・少子化対策や子育て支援などの元気な子ども施策
・生きがい対策や在宅福祉対策などの元気な高齢者施策
・少人数指導や基礎学力の向上などの教育施策

発展の基盤づくりや環日本海の中央拠点づくりの計画的な推進
・北陸新幹線や高速道路、富山空港などの交通体系の整備
・地球環境保全対策や美しい景観づくりなどの環境施策
・日本海学の推進、環境協力や経済交流などの環日本海施策

子どもの多様な可能性を引き出す取組み

県では、インターネットなど情報技術を活用し、行政運営
の効率化や県民サービスの向上を図る「電脳県庁」の構築を進
めています。インターネットにより24時
間いつでも申請・届出が可能なシステム
の構築や、高速情報通信網「とやまマルチ
ネット」を活用した行政情報の提供に取
り組みます。

電脳県庁を推進

「ワークシェアリング」とは、雇用を維持・創出するため、
労働時間の短縮を行い、雇用、賃金、労働時間の調和を図る
ことです。県では、専門アドバイザー
の派遣などにより民間での導入を支援
するほか、若年求職者を県職員の事務
を分担する非常勤職員として採用する
など、積極的な導入に努めます。

ワークシェアリングの導入促進歩道の段差を無くすなど、利用者の意見をもとに、ちょっと
した工夫でより快適な道づくりを進める「とやまのみちフレ
ッシュアップ事業」。15年度から
は新たに「りんりんロード事業」、
「まちかどオアシス事業」を実施し、
歩行者と自転車の通行帯の分離や
歩行中にひと休みできる空間づく
りなどに取り組みます。

「みんなで造ろう」マイロード作戦

富山県民新世紀計画　五つの立県構想別の主な事業

■ノーベル賞受賞者等の指導・
助言、協力による人材育成や
科学技術の各種施策の展開
…………………1,000万円

■少人数指導や基礎学力向上な
どを進めるため、小中学校・
高校に非常勤講師を配置
………………3億4,911万円

■不妊治療に要する経費の助成制度を創設（都道府県
としては初）………………………………1,100万円

■優れた芸術家や県内の新進芸術家による地域への出
前公演などを支援 ………………………1,700万円
このほか、生涯学習校の整備やボランティア活動の推進
などに取り組みます。

■家庭、地域、事業者等が連携し
たコミュニティケア活動への支
援など、住民参加の地域総合福
祉の推進 ………2億484万円

■支援費制度の円滑な運営に向
けた福祉施設の整備、障害者
ヘルパー養成研修の拡充など
障害者支援体制の充実 …………………4,997万円

■残留農薬検査機器の整備、食品表示ウォッチャーの設置
など食品の安全対策推進体制の強化…1億8,181万円

■北陸新幹線の建設（負担金など）……43億7,876万円
このほか、県全体の公共交通のあり方を示す地域交通ビ
ジョンの策定や防災対策、道路・空港の整備などに取り組
みます。

DNAチップの開発に取り組
む県工業技術センター

教員と非常勤講師による
きめ細やかな指導

中国で技術指導にあたるシニア
ボランティア
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わ
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入
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な
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自分の好きな作家を選んで勉強
し、解説の発表を行う研修も行
っている。ボランティアは現在
48人が活動している。

左より

20世紀初頭から現在までの美術を身近に楽しむことのできる県立近代美術館では、
昭和60年から、来館者への作品ガイドを中心にボランティアの方々が活動してい
る。「どおむ」は、県立近代美術館の特徴ともいえる常設展示室の吹き抜けドーム
のこと。4月5日には常設展示室がリニューアルし、より充実した作品とギャラリ
ートークで来館者を迎える。

県立近代美術館
ボランティア
「どおむの会」の
皆さん

中2階 

1階 

2階 

近代美術館 施設のご案内 

常設Ⅱ 

常設Ⅰ 

休憩コーナー 

休憩コーナー 

チケット売場 授乳室・ロッカールーム 

企画展示室 

吹き 
抜け 

常設Ⅲ 

常設Ⅳ 

★常設Ⅴ 

★キッズコーナー 
★映像コーナー 

★喫茶ラウンジ 

★図書コーナー 

★ブックショップ 

入口 

★1階ロビー ★ホール 

★は無料スペース は新装のスペース 
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『塩田丸男のいのちの「食」訪問』で、日本人が口にする
約180種の魚類のうち156種がとれるという
“天然のいけす”富山湾の氷見漁港を訪問。
寒鰤のせりの様子や定置網漁などを紹介し、
鰤にかかわる人々の思いを伝えた。

皆さんに郷土の良さを再発見・再認識していただくため、新聞・
テレビ・雑誌など、さまざまなメディアで全国に紹介された富
山の話題を紹介します。今回は平成15年1月～2月に紹介され
た話題の中からいくつかを紹介します。なお、ここで紹介しきれ
なかったものは県広報課のホームページでご覧になれます。

氷見の寒鰤

テレビや雑誌、ウェブ広告などで実施された県のイメー
ジアップ広告を紹介。架空のドリンク剤
「トヤマケンＶ」をモチーフに、豊かな自
然や食べ物など富山の「元気の源」が現代
人に効く、とアピールしたことを伝えた。

日本の元気は富山から

チューリップの球根出荷額が日本一の富山県。その大産
地の砺波平野を取り上げた。砺波の春を鮮
やかに彩るチューリップには、今も昔も
この花を愛し、育てつづけた砺波の人々
の思いが詰まっている、と紹介した。

とやまの春を彩る風物詩

■応募方法
ハガキに、アンケートの答え、郵便番号、住所、
氏名、年齢と本誌の感想を記載し、県庁広報課
「県広報とやま4月号プレゼント係」まで。
締　切／4月18日（金）（消印有効）

２月号で県政への県民参画を特集しましたが、
県民の皆さんからのご意見をより県政に反映さ
せるため、この４月から広報課に「県民の声係」
が設置されることになりました。また、県民相
談室の場所はこれまでどおり県庁正面入り口
２階ですので、お気軽にお立ち寄りください。

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新
聞折込により各家庭にお届けします。ま
た、次の場所で無料配布するほか、郵送に
よる購読も受け付けています。

主な配布箇所／県庁、県刊行物センター
（県民会館１階）、県の各施設、市町村役場、
図書館、文化ホール、公共温泉施設、主な
ショッピングセンター、いきいきKAN（富
山駅前CIC５階）、JR駅（一部）、富山空港、
東京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法／郵便番号、住所、氏
名、電話番号、購読回数を明記し、郵送
料として１回当たり120円分の切手を同封
のうえ、県庁広報課「県広報とやま　定
期購読係」までお申し込みください。

なお、本号とバックナンバーは、県庁広報課
のホームページで閲覧することができます。

あなたが県政の情報を得ているのは、
次のうちのどれですか（複数回答可）

①広報誌「県広報とやま」
②新聞広報「県からのお知らせ」
③北日本放送テレビ「こんにちは富山県です」
④富山テレビ「とやまDASH!フォーカス・イン」
⑤チューリップテレビ「富山が元気。見たモン勝ち2」
⑥FMとやま「とやま県聞録」
⑦その他（内容を記入ください）

今後の予定

「川～源流から海へ－富山県・黒部川－」
NHK教育 4月21日（月）午前11:15～11:30
（再放送） 4月23日（水）、28日（月）、30日（水）、5月7日（水）

源流から海まで、黒部川の流れをたどりながら人々の
暮らしとの関わりを伝えます。

週刊四季花めぐり22「チューリップ」 2月20日号

週刊新潮　2月6日号

富山県が全国に紹介された情報をお持ちでしたら、ぜひ県庁広報課までお知らせください。

とやまの情報お伝えします！【4月の県政番組・お知らせ】 ※番組タイトルは、
いずれも仮題です。

■新聞広報「県からのお知らせ」
4月12日、26日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ
第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

6日 リサイクル型社会の実現に向けて
13日 障害者の自立をめざして
20日 みなさんの声を県政に
27日 わがまち自慢～砺波市～

6日 深層水
13日 とやまの春を探して
20日 新人たちの春
27日 ゴールデンウィークとやま行楽マップ

27日　アウトドアレジャー

●県庁広報課への郵便、ご連絡は

●県庁広報課のホームページは

〒930-8501（県庁専用郵便番号、住所記入不要）県庁広報課あて
1 076（444）3134  FAX 076（444）3478 e-mail koho@pref.toyama.lg.jp

http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

岐阜県中部の郡上八幡から高岡へ至る白川街道を紹介。
かつて、物資はもとより文化や信仰を運び、人々の生活
を支えた街道をたどり、今に伝わる伝承や風景を伝えた。
また、加賀藩の経済を支えた五箇山の
塩硝づくりを紹介した。

月日を越えて歴史を語りかける道

総務省の家計調査で、１世帯あたりの昆布消費量・消費
額の首位は、天然の昆布が全く採れない富山市であるこ
とを紹介。昔から食べると頭が良くなる
と言われ、ノーベル賞の田中さんも好物
という「富山県人の昆布好き」を伝えた。

昆布を食べてノーベル賞をもらおう

朝日新聞（夕刊） 2月10日

20名の方に、近代美
術館観覧券（ペア）と
「奥田元宋展」図録を
セットでプレゼント
します。
（当選の発表はプレゼント
の発送をもってかえさせ
ていただきます。）

週刊日本の街道35「白川街道」1月7・14日号

コマーシャルフォト2月号、宣伝会議 2月号、広告批評 2月号
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号6月号は6月上旬に発行予定です。

身障者用駐車場有り 

車いす用観覧席有り 

車いす対応エレベーター有り 

車いす用トイレ有り 洋式トイレ有り ベビーシート有り 

出入り口平坦またはスロープ有り 

★近代美術館、水墨美術館、中央植物園は土日・祝日の小・中学生、高校生の観覧料、入園料は無料です。

「たいこうやまトレーン」命名・発車式
【4/5（土）10：00～】
「雷鳥」をテーマにデザインされた新しい園
内の乗り物が、当日、無料で乗車できます。
（通常は大人300円、3歳以上小学生以下100円）

太閤山ランドみどりの散歩道
【4/29（火・祝）13：00～16：00】
ナチュラリストとともに散策します。
参加費／大人 200円小学生以下 100円
要申込 4/21まで　定員／100名（申込順）
9:00～17:00 休 火曜・祝日の翌日（4/29～
5/5は無休）入園無料（駐車料金は別途必要）

パスコ● 

◎ 
太閤山ランド 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 

夜桜観賞
【ソメイヨシノの満開日2日間 18：00～21：00】
ライトアップして夜桜を観賞します。
夜間特別料金／大人 200円 小・中 100円★

※実施日はお問い合わせください。

日曜植物案内
【4/6（日）11：00～12：00】

植物園オリエンテーリング
【4/20（日）10：30～12：30】

9:00～17:00 休 木曜（5/1は開園）
入園料　一般 600円小・中 300円★

R359

◎ 
中央植物園 
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立山山麓鯉のぼりフェスティバル
【4/20（日）～5/5（月・祝）】
家庭で使わなくなった鯉のぼりを募集し、
盛大な吹流しを行います。
オープニングセレモニー
4/20 10：00～12：00
鯉のぼりの寄贈受付け4/15まで

至富山 至
立
山
I.C
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立山山麓家族旅行村◎ 

 下保昭展
【4/4（金）～5/5（月・祝）】
日本や中国の風景を題材としながら、独自の水
墨画で注目を集める下保昭の新作70点を展示
します。
一般 700円 高・大 500円 小・中 350円★

※常設展示もご覧になれます。

企画展の前売り券（一般のみ、550円）を開催の前日
まで、当館、近代美術館、県民会館で発売しています。
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館
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（4/28～5/5は無休）
常設展示観覧料一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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富山工業 
高校● 
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高校 
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神通大橋 
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高
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●情報ビル 

◎水墨美術館 
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造形活動展｢2002年の活動の中から｣
【～4/20（日）】
1年間に実施した造形活動の様子を子どもた
ちの作品などとともに紹介します。

パソコンで名刺を作ろう
【～4/20（日）】
パソコンで名前や似顔絵を書き込んだ名刺を
作ることができます。
参加費／100円

9:30～17:00
休火曜・第4水曜・祝日の翌日（4/29、5/4は開館）
入館無料

パスコ● 

こども 
みらい館 

◎ 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

太閤山ランド 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 

新装拡大オープン記念
奥田元宋展
【4/5（土）～5/25（日）】
今日の日本画に大きな足跡を残した奥田元宋
の代表作や絶筆など65点の作品により、その
優れた画業を振り返ります。
一般 900円 高・大 650円 小・中 450円★

※常設展示もご覧になれます。
企画展の前売り券（一般のみ、700円）を開催の前日
まで、当館、水墨美術館、県民会館で発売しています。
9:30～17:00（入館は16:30まで）
休月曜・祝日の翌日（4/28～5/5は無休）
常設展示観覧料一般 200円高・大 160円小・中 100円★
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　科学文化 
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●越州村 
立山通り 
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常願寺川公園 桜まつり
【4/5（土）11：00～16：00】
【4/6（日）10：00～16：00】
桜にかこまれた華やかな雰囲気の中で「キリ
ンの目で花見」、「出発進行！ミニＳＬ」、「馬
と親しむ会」、「ちびっ子ふわふわ天国」など
のイベントのほか、特産品販売・飲食コー
ナーもあります。
参加費／各イベント1回 100円

9:00～17:00
休 火曜・祝日の翌日（4/29、5/4は開園）
入園無料

◎常願寺川 
　公園 

至上市 

越中三郷 

富山地鉄本線 

越中荏原 

至金泉寺 

常磐橋 

大日橋 
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●水橋信金 

● 
県自動車学校 
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41
 

北陸
自動
車道
 

至有沢橋 

企画展「器－とやまの食と暮らし－」
【～4/13（日）】

企画展「道具－はじめの一歩」
【4/23（水）～9/15（月・祝）】
遺跡から出土した道具、近年まで使われてき
たなつかしい道具などを通して、道具の発達
をわかりやすく紹介します。

R8

●公文書館 

県立 
図書館
● 

◎埋蔵文化財センター 

至小杉 

至滑川 至高岡 

JR北陸本線 

富山大橋 県道富山高岡線 

呉
羽
山 

神
通
川 

●GS

9:00～17:00
休 金曜 ※4/1から土日・祝日を開館します。
入館無料
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緑に親しむ集い
【4/29（火・祝）9：30～13：00】
キノコのほだ木づくりとほだ木の管理方法に
ついて学びます。
対象／親子、一般　　要申込 4/26まで
定員／80名（申込順）

森林科学館◎ 

安川 

権正寺 

至婦中 

至庄川 

至高岡 

至砺波市街 

砺波大橋 

太田橋 
頼成の森 

●
砺
波
総
合
運
動
公
園 

庄
川 
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9:00～17:00
休 火曜・祝日の翌日（4/29、30、5/4は開館）
入館無料

呉羽の春の集い
「竹の子を探そう！掘ろう！味わおう！」
【4/19（土）～20日（日）】1泊2日
タケノコやヨモギなど春の食材を採取し、
料理を作って食べたり、参加者全員でゲーム
などをしたりして交流を深めます。
参加費／大人3,000円 小・中 2,500円 幼児 2,400円
対象／小・中学生とその家族、一般
要申込 4/13まで
定員／100名（申込順）

呉羽少年 
自然の家
◎ 

有沢橋 

至高岡 至R8

至太閤山 

至医科薬科大 

至小杉 

県道富山高岡線 

JR
高
山
本
線 

富山大橋 

ファミリー 
パーク● 

呉羽トンネル 

神
通
川 

8:00～17:00 休 月曜・祝日の翌日、5/3～6
日帰り利用料／90円
宿泊料／小・中 340円、25歳以下 670円、26歳以上1,020円

 春の楽しさ発見！
【4/26（土）～27（日）】1泊2日
ナチュラリストの案内で春の自然を学び、
野外料理などを楽しみます。
参加費／1,000円
対象／小学生以上（小学4年生以下は保護者同伴）
要申込 4/11まで
定員／100名（申込順） 二上 

青少年の家 
◎ 
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8:30～17:15 休 月曜・祝日の翌日（4/30は開館）、4/29
日帰り利用料／90円
宿泊料／小・中 340円、25歳以下 670円、26歳以上1,020円

受付け8:30～17:00
貸別荘ケビン 宿泊 4人用 11,880円 8人用 19,010円

日帰り4人用 5,050円 8人用 8,070円
多目的ハウス 宿泊一般1,530円高校生570円小・中420円
オートキャンプ場 宿泊 5,000円日帰り2,000円

趣味の木工教室（組木編）
【4/12（土）、13（日）、19（土）、20（日）
各日2回実施 9：00～、13：30～】
材料の加工から組み立てまで行い、五月人形
を製作します。
材料代／1,200円
要申込各開催日の前日まで
定員／20名（申込順）

9:00～16:30
休 火曜、祝日の翌日（4/29は開館）
一般 220円小・中 110円（工作室を利用する場合）

パスコ● 
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